
１ はじめに

２ オープンサイエンス時代における大学図書館の在り方について

○ 教育・研究の現場におけるＤＸにより、大学図書館には利用者の環境などを踏まえた最適な形態での教育・学
習リソースの提供を可能にすることが求められていることから、大学の教育・研究推進体制全体の中での位置付
けや役割を意識しながら、その機能について検討していく必要がある。

○ また、これまで議論された「電子図書館」構想とは異なり、コンテンツの電子化を経た結果として意識される、
運営やサービス、職員の知識やスキルの変革などを内包する形での自身のＤＸを推進する「デジタル・ライブラ
リー」として、大学の様々な活動を支えていく必要がある。

○ 本審議のまとめでは、新しい「デジタル・ライブラリー」について、大学図書館の本質を具現化するそのある
べき姿として４つの側面から検討し、次期科学技術・イノベーション基本計画が終了する2030年度を目途に実現
することを目指す。

（１）今後の大学図書館に求められる教育・研究支援機能や新たなサービスについて

➣ 大学図書館は、既存のコンテンツのデジタル化と、学術研究等の成果として今後産み出されるコンテンツの
オープン化を進めるとともに、デジタル化されたコンテンツの利活用を支援する様々なサービスと現行業務につ
いて、利用者志向の立場から再構築する。また、大学図書館間あるいは他の情報提供機関と協働することで我が
国の学術情報の集積、デジタル化及び学術情報の流通を促進する。

➣ 日本語蔵書のデジタル化にあたっては、国立国会図書館の蔵書のデジタル化を中核に、各大学図書館等がこれ
とは重複しない形でのデジタル化を進め、それらへのアクセス環境を最適化することで「ナショナル・デジタ
ル・アーカイブ」基盤を構築する。

➣ オープンアクセスへの対応に関しては、各大学図書館は、引き続き、機関リポジトリを通じた学術論文等の
オープン化を積極的に推進する。

➣ 研究データのオープン化への対応に関しては、各大学図書館は公開されている研究データの発見可能性を高め
る方策を検討・実行するとともに、研究の開始から成果公表に至るまでのプロセス全体（研究のライフサイク
ル）を視野に入れた大学全体の研究推進体制の構築や教育のデジタル化の動向とも連動し、この新しい体制にお
ける大学図書館の役割を明確にする。

（２）上記支援機能やサービスを実現するための、情報科学技術及び「場」としての大学図書館の効果的な活用に
ついて

➣ 「デジタル・ライブラリー」の実現には、大学図書館機能を物理的な「場」に制約されない形で再定義するこ
とが求められる。そのためには、「ライブラリ・スキーマ」を明確にしたうえで、教育・研究のＤＸのコンテク
ストを踏まえ、利用者が何を求めているかを整理・再検討し、それを反映してデザインされた最適な環境を構築
する必要がある。

➣ その際、学修環境整備に関する既存業務のうち、主に大学図書館が担ってきた部分については、これまでの活
動の評価を踏まえ、大学図書館が引き続き行うかどうか改めて整理する等、大学全体で検討する。
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○ 我が国の大学図書館の在り方については、科学技術・学術審議会において、各時代の大学図書館にとっての最
重要課題について議論を行い、その報告に基づいて我が国の大学図書館はその機能を拡張し、大学図書館が実現
すべき機能や利活用の手段、サービスなどの革新を志向。

○ これらの議論では、大学図書館は、大学における教育・研究の文脈においてそれらの発見可能性を高め、アク
セスを保証し、利活用することで継続的に知が再生産されるようなシステムを維持するために存在するとの本質
的認識に立脚。

○ 最近では、図書館のデジタル転換や、それを通じた支援機能の強化等の取組についての方向性を定めることが
求められていることから、大学図書館職員も分野ごとのデータの取扱いや特性の違いを理解する知識までも求め
られるようになってきている。さらに、世界的な新型コロナウイルス感染症の拡大により、物理的な場所に制約
されない大学図書館の在り方を早急に検討する必要性が強く認識されている。
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（３）上記機能やサービスの実現に求められる人材について

➣ 「デジタル・ライブラリー」を実現する上で大学図書館職員に求められる知識やスキルについて整理・検討す
る。それに応じ、大学図書館職員の専門資格として新たな認定制度の構築や、既存の履修プログラムの活用等を
進め、専門職としての能力開発の促進、新たなキャリアパスの形成など、構造的な課題を解消する組織体制や制
度を構築する。

➣ そのなかでも、大学図書館は、これまでの業務に加え、研究データの管理にも携わることになるため、大学に
おける学問の在り方や研究のライフサイクルを理解することが不可欠であり、その中で何が必要かを同定し、適
切な支援を行っていく必要がある。

➣ 今後の大学図書館の役割を明確にし、それに基づく業務の再構築の考え方を踏まえ、各大学は、大学全体にお
ける人的資源配分の見直しや教育・研究推進体制の構築等と連動する形で、大学図書館における組織体制と人的
資源配分を見直す。

（４）大学図書館間の効果的な連携について

➣ 「デジタル・ライブラリー」の実現の際に直面する各課題の解決に向け、「一大学一図書館」という前提にと
らわれず、例えば、複数の大学図書館で「コンソーシアム」を形成するなど、相互運用の観点から連携して対応
する。

➣ 「デジタル・ライブラリー」構想を実現する過程で、今後新たに生じる共通の課題等を検討する場を国におい
て設置し、新たな支援方策等を検討する。

○ 大学図書館は、これまで、大学における学生の学習や大学が行う高等教育と学術研究活動全般を支える重要な
学術情報基盤として、大学における教育・研究に対する支援などの様々な役割・機能を担ってきた。加えて、現在、
研究データをはじめとした、新たなコンテンツの管理、サービスの提供が求められてきている状況。

○ このような中、これからの「デジタル・ライブラリー」には、学術情報の更なる充実や流通促進が図られ、大学
全体の教育・研究の活性化につながることを期待。また、教育・研究のＤＸの中で新たに着目されているコンテン
ツは、大学図書館だけで取り扱うものではないため、関係部署も含め大学全体として取り組む必要があり、大学執
行部においても共有され、全学的な取組として対応されるべき。大学図書館が主体となって先導することを期待。

○ 各大学図書館は、これからの「デジタル・ライブラリー」を実現するため、次期科学技術・イノベーション基
本計画が終了する2030年度を目途に、上記（１）から（４）で示した４つの項目の観点でオープンサイエンス時
代に求められる大学図書館機能を検討・検証し、各大学のミッションに沿って、優先的に扱うべき課題から取り
組む。

○ これらの実現には、大学図書館として新たに取り組む課題が多く、個別の大学や大学図書館が単独で行うには
限度がある。このため、複数の大学図書館が連携・協力するモデルケースとなる取組を定め、その成果を共有す
る仕組みを構築することが重要であり、それを実現するための国からの支援が不可欠。

○ この審議のまとめは、我が国の今後の大学図書館機能の基本的な考え方として、それぞれの大学のミッション
の中で大学図書館機能の実現に向けた取り組みを促進するための目指すべき方向性を示したもの。課題や論点を各
大学や大学図書館間で共有し、検討を続けていくことで我が国の教育・研究の発展のため、大学図書館がより効果
的に機能することを期待。

３ むすびに


